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Saluton! SESanoj
20年前三省堂の「新明解国語辞典」をターゲットに

した「辞書がこんなに面白くていいかしら｣なんて名の
本がＪＩＣＣ出版局からでた。 ”辞書を嗤う、権威を
嗤う”をキャッチフレーズにしてたちまちベストセラー
にのし上った、平行して新明解もヒット商品になった。
こんどは光文社から｢船を編む｣が出版、素っ頓狂な辞
書編集部がなぜこんなに抜け落ちのない辞書を作れる
かというお話、なかなか面白い構成だ。｢岩波国語辞典｣
は初版から50年7版を数えるのにあの可愛いオチンチン
の意味が載っていない。エスペラントの辞典にだって
ちゃんとkacoはあるしＰＩＶなら8例もある。船を編む
で三浦しおんは新明解（第5版）の［恋愛］を取り上げ
ている。岩国の同じ項目はあまりにも素っ気ないから
［恋］で比較してみよう。［異性に愛情を寄せること、
その心 本来は（異性に限らず）その対象にどうしよう
もないほど引きつけられ、しかも満たされず苦しくつ
らい気もちをを言う］と岩国（7版）にはある。一方新
明解（7版）は5版より更に進化して［特定の異性に深
い愛情をいだき、その存在が身近に感じられる時は、
他の全てを犠牲にしても惜しくない程の満足感・充足
感に酔って心が高揚する一方、破局を恐れての不安と
焦燥に駆られる心理的状態］とある。さてエスペラン
トでは、PIVの［ａｍｉ］を見てみよう。意味は四つに
分けて書いてある。
［①Ｈａｖｉ ｓｅｋｓａｎ ｉｎｋｌｉｎｏｎ ａｌ ｉｕ, ｄｅ ｋｉｕ ｎｉ ｅ-
ｓｐｅｒａｓ ｐｒｅｃｉｐｅ ｐｌｅｚｕｒｏｎ．②Ｈａｖｉ ｋｏｒａｎ ｉｎｋｌｉｎ-
ｏｎ ａｉ ｉｕ, ｋｉｅｓ feliĉon ｏｎｉ ｄｅｚｉｒａｓ,③ ｖｏlｏｎｔｅ
ｋａｊ ｐｒｅｚｕｒｅ ｕｚｉ ｉｏｎ，④volonte kaj prezure fari
aŭ sperti agon．]
さあなたの心をどの辞書が最も良く捉えていると思います
か。岩国なら知性派、新明解なら庶民派、ＰＩＶなら国際派と
言えませんか？




